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公立学校への支援の充実に関する提言 

 

いわゆる「高校無償化」により、多くの生徒にとって私立高校への進学がよ

り大きな選択肢となると予測されることから、公立高校離れや小規模高校の再

編統合が加速し、地方の高校教育の衰退を招く恐れがあるため、公立高校も選

ばれる学校としての魅力づくりが喫緊の課題である。 

一方、近年の深刻な気温上昇に伴い、公立学校では夏期の空調稼働日数や時

間数が年々増加していることに加え、料金単価の高騰も重なり、空調にかかる

光熱費が県財政の大きな負担になっている。 

公立高校の教育環境の維持に必要な財源の確保は重要であるため、地方財政

措置の拡充を次のとおり提言する。 

 

・ 公立学校の空調光熱費への支援 

  近年の深刻な気温上昇による影響を踏まえ、公立学校の空調光熱費の需要

増に対する財政措置を拡充すること。 
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